
編：

コ
ア
は
ご
存
知
？

は
い
、
組
合
の
他
の
資

料
と
一
緒
に
ざ
っ
と
目
を

通
す
だ
け
で
し
た
が
。

編：

ご
専
門
は
？

山
下
前
委
員
長
と
同
じ

錯
体
化
学
。
私
が
研
究
し

て
い
る
の
は
、
遷
移
金
属

と
ケ
イ
素
や
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
な
ど
の
主
要
族
元
素
と

の
間
に
多
重
結
合
を
持
つ

錯
体
で
す
。
金
属
と
炭
素

と
の
間
に
多
重
結
合
を
持

つ
錯
体
は
、
２
０
０
５
年

の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
対

象
と
な
っ
た
化
合
物
な
の

で
知
っ
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
最
近
は
、

当
初
の
予
想
を
超
え
る
面

白
い
化
合
物
や
反
応
が
次
々

と
見
つ
か
る
の
で
毎
日
楽

し
い
で
す
。

編：

出
身
・
趣
味
は
？

茨
城
県
で
す
。
小
学
生

の
頃
か
ら
フ
ル
ー
ト
を
吹

い
て
お
り
、
東
北
大
の
学

生
時
代
に
一
人
で
リ
コ
ー

ダ
ー
を
吹
き
始
め
40
年
近

く
に
な
り
ま
す
。
あ
ま
り

や
ら
な
い
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
5
年
前
の
大
震

災
の
年
か
ら
リ
コ
ー
ダ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
顧
問
に

な
り
、
学
生
た
ち
と
楽
し

く
笛
を
吹
い
て
い
ま
す
。

読
書
も
好
き
で
推
理
小
説

や
Ｓ
Ｆ
か
ら
哲
学
書
ま
で

乱
読
し
て
い
ま
す
。
好
き

な
哲
学
者
は
プ
ラ
ト
ン
の

対
話
編
に
出
て
来
る
ソ
ク

ラ
テ
ス
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
エ
ル
お
よ
び
バ
ー
ト
ラ

ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
で
す
。

彼
ら
に
は
大
き
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。

（
編
）
委
員
長
と
し
て
の

抱
負
は
？

私
は
お
金
や
名
誉
に
は

余
り
興
味
は
な
く
、
世
の

中
の
た
め
に
役
に
立
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
強
く

持
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

理
屈
に
合
わ
な
い
こ
と
や

一
貫
性
の
な
い
事
は
嫌
い

な
の
で
、
色
々
な
社
会
で

一
握
り
の
権
力
者
が
単
純

な
論
理
や
歴
史
的
教
訓
を

平
気
で
無
視
し
て
大
衆
受

け
す
る
浅
は
か
な
事
ば
か

り
繰
り
返
し
て
い
る
今
の

世
の
中
は
、
か
な
り
危
険

な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず

非
常
勤
職
員
全
員
の
無
期

転
換
と
雇
い
止
め
阻
止
の

実
現
を
め
ざ
し
て
頑
張
り

ま
す
。

委
員
長

飛
田
博
実
さ
ん

副
〃

黒
瀬
一
弘
さ
ん

副
〃

高
橋
計
介
さ
ん

書
記
長

高
橋

京
さ
ん

〃
次
長

千
葉
裕
輝
さ
ん

委
員

北
村
裕
子
さ
ん

後
藤
洋
子
さ
ん

下
山
克
彦
さ
ん

高
橋
禎
雄
さ
ん

田
嶋
玄
一
さ
ん

千
葉
ま
さ
子
さ
ん

中
野
俊
樹
さ
ん
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編集・コア編集委員会

・准職員・時間雇用職員3243人の

雇用を守ろう！

希望者全員を無期雇用に！

・賃上げとボーナスアップを！

・配偶者や父母の扶養手当を減らさ

ないで！

・原発再稼動反対！

執
行
委
員
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

理
屈
に
合
わ
な
い

こ
と
は
大
嫌
い

理
学
部
教
授

飛
田
博
実
さ
ん

執
行
委
員
紹
介

憲法カフェ

緊急事態条項
1月18日（水）

開催場所：本部書記局

組合誕生会
10月28日（金）

今年６７歳になりました

場所： 本部書記局

新春交流会

1月13日（金）

開催場所：未定

新春囲碁大会

1月7日（土）

開催場所：金研職員集会所


